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僕がこの文章を書いた理由は、命ってどうしてあるのだろうというのが、頭に
浮かんだからです。人間である限り、生きていて悲しい時やつらい時が必ず
あると思います。でも、悲しい時やつらい時と同じ回数、むしろそれ以上に笑って
いる時のほうが、どんなに小さいことでも、思い出の中にたくさんあるものだと
思います。そして、誰かといっしょに笑っている時が、生きているっていいなと
思う瞬間だと思ったからです。
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